
用
語
を
箇
条
書
に
し
て
、
一
、
二
行
の
解
説
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

一
七
三
四
年
版
の
オ
ラ
ン
ダ
語
版
は
、
大
鳥
蘭
三
郎
の
蔵
書
に
類
似

し
、
第
一
図
を
除
き
、
他
の
全
図
を
巻
末
に
ま
と
め
て
整
本
し
て
あ

る
。
一
七
四
八
年
版
、
一
七
六
五
年
版
に
は
、
一
七
三
二
年
版
と
同

様
、
舌
の
盲
孔
に
は
唾
液
分
泌
管
が
開
口
す
る
図
が
画
か
れ
、
胸
管

に
は
、
そ
の
左
に
訂
正
図
が
附
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
譜
図

は
、
訂
正
し
た
こ
と
を
考
慮
せ
ず
に
、
訂
正
前
の
も
の
と
訂
正
後
の

も
の
と
を
適
当
に
組
み
合
わ
せ
て
用
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
『
解
剖
学
表
』
に
つ
い
て
、
細
か
い
点
を
口
述
す
る
。

（
名
古
屋
大
学
医
学
部
解
剖
学
第
一
講
座
）

「
子
ど
も
が
母
親
の
胎
内
か
ら
出
る
や
い
な
や
、
そ
し
て
手
足
を

動
か
し
た
り
伸
ば
し
た
り
す
る
自
由
を
楽
し
む
よ
う
に
な
る
や
い
な

や
、
人
は
子
ど
も
に
新
た
な
束
縛
を
あ
た
え
る
。
産
着
に
く
る
詮
、

頭
を
固
定
し
、
足
を
伸
ば
さ
せ
、
手
を
体
の
わ
き
に
垂
れ
さ
せ
て
、

寝
か
せ
る
。
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
布
や
帯
を
巻
き
つ
け
ら
れ
て
、
位
置

を
変
え
る
こ
と
も
で
き
な
く
す
る
。
」
（
ル
ソ
ー
『
エ
ミ
ー
ル
』
樋
口

謹
一
訳
に
お
け
る
ビ
ュ
フ
ォ
ン
『
博
物
誌
』
か
ら
の
引
用
）

こ
の
よ
う
に
新
生
児
に
対
し
、
生
後
四
ヵ
月
か
ら
九
ヵ
月
に
渡
っ

て
念
入
り
に
二
時
間
も
か
け
て
、
産
衣
の
上
か
ら
リ
ン
ネ
ル
の
細
帯

や
紐
で
堅
く
グ
ル
グ
ル
巻
き
に
し
、
丁
度
、
小
さ
な
ミ
イ
ラ
か
繭
の

よ
う
に
縛
り
、
身
体
を
動
か
す
自
由
を
奪
う
不
合
理
な
緊
縛
的
育
児

習
俗
が
、
ス
ワ
ド
リ
ン
グ
命
乏
嵐
農
侭
）
に
他
な
ら
な
い
。

子
ど
も
に
最
も
親
密
な
眼
差
し
で
接
す
べ
き
小
児
医
学
と
ス
ワ
ド

ス
ワ
ド
リ
ン
グ
命
君
且
巳
言
四
と

当
時
の
小
児
科
医
た
ち

大
野
晏
且
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リ
ン
グ
の
係
り
合
い
が
、
ア
メ
リ
カ
小
児
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
と
し
て
ス
ワ
ド
リ
ン
グ
さ
れ
た
子
ど
も
の
メ
ダ
リ
オ
ン

を
採
用
し
た
の
は
象
徴
的
で
あ
る
。
事
実
、
奇
し
く
も
小
児
医
学
の

興
隆
と
ス
ワ
ド
リ
ン
グ
の
衰
退
は
逆
相
関
を
な
し
て
い
る
。

ソ
ラ
ノ
ス
が
『
産
婦
人
科
論
』
で
身
体
の
正
し
い
調
和
の
と
れ
た

発
達
を
保
持
す
る
た
め
に
、
ス
ワ
ド
リ
ン
グ
の
有
効
性
を
推
奨
し
て

以
後
、
ガ
レ
ノ
ス
（
一
二
九
’
一
九
九
）
、
ア
ヴ
ィ
ヶ
ン
ナ
（
七
八

○
’
一
○
三
七
）
、
バ
ゲ
ラ
ル
ド
（
？
’
一
四
九
二
）
、
メ
ト
リ
ン
ガ

ー
（
？
’
一
四
九
一
）
、
レ
ス
リ
ン
（
？
’
一
五
二
六
）
、
ロ
ー
フ
ェ

ン
ベ
ル
ク
（
？
’
一
四
五
六
）
、
セ
イ
ン
ト
・
マ
ル
ス
（
一
五
三
六

’
一
六
二
二
）
、
モ
ー
リ
ソ
ー
（
一
六
三
七
’
一
七
○
九
）
等
々
の

歴
代
の
医
師
た
ち
は
、
小
児
疾
病
書
や
医
詩
弓
＆
釘
目
。
厚
③
冒
唖
）

を
通
し
て
、
身
体
の
整
形
、
矯
正
、
防
寒
等
の
理
由
か
ら
ス
ワ
ド
リ

ン
グ
の
有
効
性
を
力
説
し
た
。

十
六
世
紀
に
お
け
る
ウ
ィ
ル
ッ
や
フ
ェ
ラ
リ
ウ
ス
、
十
七
世
紀
の

キ
レ
ッ
ト
、
ロ
ッ
ク
等
が
早
く
か
ら
ス
ワ
ド
リ
ン
グ
の
有
害
性
を
訴

え
た
が
、
小
児
医
学
の
立
場
か
ら
ス
ワ
ド
リ
ン
グ
廃
止
の
声
が
上
が

っ
た
の
は
、
十
八
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

Ｃ
・
カ
ド
ガ
ン
、
ネ
ル
ソ
ン
、
ロ
ー
ゼ
ン
ス
タ
イ
ン
、
ブ
カ
ン
、

ク
ッ
ク
、
ス
ミ
ス
、
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
、
ア
ン
ダ
ー
ウ
ッ
ド
、
へ

寺
ハ
ー
デ
ン
、
オ
リ
琴
ヘ
ッ
ト
、
デ
ウ
ィ
ー
等
が
ラ
ジ
カ
ル
に
ス
ワ
ド
リ

ン
グ
を
糾
弾
し
た
。

就
中
、
予
防
医
学
に
足
跡
を
残
し
た
Ｗ
・
ブ
カ
ン
（
一
七
二
九
’

一
八
○
五
）
が
、
『
家
庭
医
学
』
（
一
七
六
九
）
で
述
べ
て
い
る
、
当

時
の
医
師
た
ち
が
子
ど
も
の
扱
い
に
無
関
心
で
あ
り
、
病
気
の
子
ど

も
の
診
察
を
断
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
裏
に
、
も
の
言
わ
ぬ
子

を
相
手
に
す
る
時
、
臨
床
的
に
機
能
で
き
な
い
当
時
の
小
児
医
学
の

水
準
の
限
界
を
見
る
。

こ
の
よ
う
に
ス
ワ
ド
リ
ン
グ
の
衰
退
し
廃
止
さ
れ
た
年
代
と
小
児

医
学
が
専
門
的
な
立
場
か
ら
発
言
を
開
始
し
た
年
代
は
、
ほ
ぼ
一
致

す
る
。さ

ら
に
、
十
八
世
紀
前
、
医
師
た
ち
が
子
ど
も
を
自
立
し
た
完
全

な
人
間
と
見
な
さ
ず
、
メ
カ
’
一
カ
ル
ベ
イ
ビ
ー
に
瞼
え
、
そ
の
形
、

性
質
を
自
由
に
変
え
ら
れ
る
制
御
可
能
な
対
象
と
考
え
て
い
た
こ
と

が
、
ス
ワ
ド
リ
ン
グ
に
歴
史
的
に
対
応
し
て
来
た
彼
ら
の
言
説
か
ら

判
断
で
き
る
。

こ
の
姿
勢
は
、
現
代
医
学
に
お
け
る
思
考
の
二
面
性
に
重
な
り
を

持
つ
。
一
つ
は
科
学
的
（
客
観
的
、
普
遍
的
、
分
析
的
、
論
理
的
）
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側
面
で
あ
り
、
他
は
臨
床
的
（
相
対
的
、
自
己
的
、
総
合
的
、
感
覚

的
）
側
面
で
あ
る
。
現
代
に
至
る
小
児
医
学
も
、
こ
の
差
違
の
中
で

葛
藤
し
つ
つ
、
人
間
学
と
し
て
の
道
を
摸
索
中
で
あ
る
と
い
え
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
死
の
恐
怖
と
不
断
に
直
面
し
虚
弱
な
わ
が
子

が
健
や
か
に
育
っ
て
ほ
し
い
親
の
素
朴
で
あ
る
が
切
実
な
願
望
が
、

ス
ワ
ド
リ
ン
グ
を
必
要
と
さ
せ
、
存
続
さ
せ
た
と
い
え
よ
う
。
現
代

小
児
医
学
に
お
い
て
ス
ワ
ド
リ
ン
グ
が
再
評
価
さ
れ
、
特
に
小
児
看

護
医
学
で
ス
ワ
ド
リ
ン
グ
に
よ
る
運
動
の
抑
制
が
乳
幼
児
の
鎮
静
化

に
効
果
的
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
の
も
そ
の
故
で
あ
る
。

（
東
京
学
芸
大
学
附
属
大
泉
小
学
校
）

腹
腔
動
脈
は
決
し
て
微
小
な
構
造
物
で
は
な
い
が
、
腹
腔
内
臓
の

裏
側
（
背
側
）
に
存
在
し
、
か
つ
腹
腔
の
背
壁
に
埋
没
し
た
短
い
物

で
あ
る
た
め
、
解
剖
学
的
探
索
が
難
し
く
、
そ
の
重
要
性
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
近
代
解
剖
学
の
創
始
者
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
に
よ
っ
て
も
発
見

さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

巨
旨
胃
］
い
（
一
九
五
五
）
に
よ
れ
ば
、
腹
腔
動
脈
の
最
初
の
発
見

（
記
載
）
は
国
農
９
（
一
七
五
六
）
の
《
岸
○
旨
の
“
諺
目
鷺
○
目
８
①
（
以

下
略
）
》
》
（
以
下
『
ハ
ラ
ー
一
七
五
六
乙
』
と
略
記
す
る
）
で
あ
る
。

ハ
ラ
ー
は
、
他
の
引
用
者
に
よ
っ
て
し
ば
し
ば
『
人
体
解
剖
図

譜
』
も
し
く
は
《
胃
○
月
唖
戸
旨
昌
。
目
３
①
〕
》
と
略
称
さ
れ
て
い
る
解
剖

学
害
全
八
巻
を
、
一
七
四
三
年
か
ら
一
七
五
六
年
に
か
け
て
刊
行
し

て
い
る
。
冨
甘
胃
］
い
の
引
用
し
た
書
名
に
は
、
後
に
述
べ
る
よ
う
な
理

ｌ
ハ
ラ
ー
を
中
心
に
Ｉ

腹
腔
動
脈
の
解
剖
学
的
研
究
の

歴
史
（
一
）

澤
野
啓
一
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